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01:１

02:た゛い３しょーしりょー

03:か゛くしゅーのさんこーになるろーと゛ー

04:きじゅんほーとーのじょーふ゛んいちらん

05:！――――――――――――――――――――――――――――――。

06:ろーと゛ーきじゅんほー

07:（ろーと゛ーじょーけんのめいし゛）

08:た゛い１５じょーしよーしゃわ、ろーと゛ーけいやくの

09:ていけつにさいし、ろーと゛ーしゃにたいしてちんき゛ん、

10:ろーと゛ーし゛かんそのたのろーと゛ーじょーけんを

11:めいし゛しなけれは゛ならない。このは゛あいにおいて、

12:ちんき゛んおよひ゛ろーと゛ーし゛かんにかんするし゛こー

13:そのたのこーせいろーと゛ーしょーれいて゛さた゛める

14:し゛こーについてわ、こーせいろーと゛ーしょーれいて゛

15:さた゛めるほーほーによりめいし゛しなけれは゛ならない。

16:（２）せ゛んこーのきていによってめいし゛された

17:ろーと゛ーじょーけんか゛し゛し゛つとそーいする

18:は゛あいにおいてわ、ろーと゛ーしゃわ、そくし゛に
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01:２

02:ろーと゛ーけいやくをかいじょすることか゛て゛きる。

03:（た゛い３こーりゃく）

04:

05:（は゛いしょーよていのきんし）

06:た゛い１６じょーしよーしゃわ、ろーと゛ーけいやくの

07:ふりこーについていやくきんをさた゛め、またわそんか゛い

08:は゛いしょーか゛くをよていするけいやくをしてわ

09:ならない。

10:

11:（ちんき゛んのしはらい）

12:た゛い２４じょーちんき゛んわ、つーかて゛、

13:ちょくせつろーと゛ーしゃに、そのせ゛んか゛くを

14:しはらわなけれは゛ならない。（いかりゃく）

15:（２）ちんき゛んわ、まいつき１かいいじょー、

16:いっていのきし゛つをさた゛めてしはらわなけれは゛

17:ならない。（いかりゃく）

18:
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01:３

02:（さいていちんき゛ん）

03:た゛い２８じょーちんき゛んのさいていきじゅんに

04:かんしてわ、さいていちんき゛んほー（しょーわ３４ねん

05:ほーりつた゛い１３７こ゛ー）のさた゛めるところによる。

06:

07:（ろーと゛ーし゛かん）

08:た゛い３２じょーしよーしゃわ、ろーと゛ーしゃに、

09:きゅーけいし゛かんをのそ゛き１しゅーかんについて

10:４０し゛かんをこえて、ろーと゛ーさせてわならない。

11:（２）しよーしゃわ、１しゅーかんのかくひに

12:ついてわ、ろーと゛ーしゃに、きゅーけいし゛かんをのそ゛き

13:１にちについて８し゛かんをこえて、ろーと゛ー

14:させてわならない。

15:

16:（きゅーけい）

17:た゛い３４じょーしよーしゃわ、ろーと゛ー

18:し゛かんか゛６し゛かんをこえるは゛あいにおいてわ
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01:４

02:すくなくとも４５ふん、８し゛かんをこえるは゛あいに

03:おいてわすくなくとも１し゛かんのきゅーけいし゛かんを

04:ろーと゛ーし゛かんのとちゅーにあたえなけれは゛ならない。

05:（た゛い２こー、た゛い３こーりゃく）

06:

07:（きゅーし゛つ）

08:た゛い３５じょーしよーしゃわ、ろーと゛ーしゃに

09:たいして、まいしゅーすくなくとも１かいのきゅーし゛つを

10:あたえなけれは゛ならない。

11:（２）せ゛んこーのきていわ、４しゅーかんを

12:つーし゛よっかいじょーのきゅーし゛つをあたえる

13:しよーしゃについてわてきよーしない。

14:

15:（し゛かんか゛いおよひ゛きゅーし゛つのろーと゛ー）

16:た゛い３６じょーしよーしゃわ、とーか゛い

17:し゛ぎょーじょーに、ろーと゛ーしゃのかはんすーて゛そしき

18:するろーと゛ーくみあいか゛あるは゛あいにおいてわその
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01:５

02:ろーと゛ーくみあい、ろーと゛ーしゃのかはんすーて゛そしき

03:するろーと゛ーくみあいか゛ないは゛あいにおいてわ

04:ろーと゛ーしゃのかはんすーをた゛いひょーするものとの

05:しょめんによるきょーていをし、これをぎょーせい

06:かんちょーにとと゛けて゛たは゛あいにおいてわ、

07:た゛い３２じょーからた゛い３２じょーの５まて゛

08:もしくわた゛い４０じょーのろーと゛ーし゛かん（いかこの

09:じょーにおいて「ろーと゛ーし゛かん」という。）またわ

10:せ゛んじょーのきゅーし゛つ（いかこのこーにおいて

11:「きゅーし゛つ」という。）にかんするきていに

12:かかわらす゛、そのきょーていて゛さた゛めるところに

13:よってろーと゛ーし゛かんをえんちょーし、またわ

14:きゅーし゛つにろーと゛ーさせることか゛て゛きる。

15:（いかりゃく）

16:（た゛い２こー～～た゛い１１こーりゃく）

17:

18:
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01:６

02:（し゛かんか゛い、きゅーし゛つおよひ゛しんやの

03:わりましちんき゛ん）

04:た゛い３７じょーしよーしゃか゛、た゛い３３じょー

05:またわせ゛んじょーた゛い１こーのきていにより

06:ろーと゛ーし゛かんをえんちょーし、またわきゅーし゛つに

07:ろーと゛ーさせたは゛あいにおいてわ、そのし゛かん

08:またわそのひのろーと゛ーについてわ、つーじょーの

09:ろーと゛ーし゛かんまたわろーと゛ーひ゛のちんき゛んの

10:けいさんか゛くの２わり５ふ゛いじょー５わりいかの

11:はんいないて゛それそ゛れせいれいて゛さた゛めるりつ

12:いじょーのりつて゛けいさんしたわりましちんき゛んを

13:しはらわなけれは゛ならない。たた゛し、とーか゛い

14:えんちょーしてろーと゛ーさせたし゛かんか゛

15:１かけ゛つについて６０し゛かんをこえたは゛あいに

16:おいてわ、そのこえたし゛かんのろーと゛ーについてわ、

17:つーじょーのろーと゛ーし゛かんのちんき゛んの

18:けいさんか゛くの５わりいじょーのりつて゛けいさんした
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01:７

02:わりましちんき゛んをしはらわなけれは゛ならない。

03:（た゛い２こー、た゛い３こーりゃく）

04:（４）しよーしゃか゛、こ゛こ゛１０し゛から

05:こ゛せ゛ん５し゛まて゛（こーせいろーと゛ー

06:た゛いし゛んか゛ひつよーて゛あるとみとめるは゛あいに

07:おいてわ、そのさた゛めるちいきまたわきかんについてわ

08:こ゛こ゛１１し゛からこ゛せ゛ん６し゛まて゛）の

09:あいた゛においてろーと゛ーさせたは゛あいにおいてわ、

10:そのし゛かんのろーと゛ーについてわ、つーじょーの

11:ろーと゛ーし゛かんのちんき゛んのけいさんか゛くの２わり

12:５ふ゛いじょーのりつて゛けいさんしたわりまし

13:ちんき゛んをしはらわなけれは゛ならない。

14:（た゛い５こーりゃく）

15:

16:（ねんし゛ゆーきゅーきゅーか）

17:た゛い３９じょーしよーしゃわ、そのやといいれの

18:ひからきさんして６かけ゛つかんけいそ゛くきんむし
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01:８

02:せ゛んろーと゛ーひ゛の８わりいじょーしゅっきんした

03:ろーと゛ーしゃにたいして、けいそ゛くし、またわ

04:ふ゛んかつした１０＿ろーと゛ーひ゛のゆーきゅー

05:きゅーかをあたえなけれは゛ならない。

06:（２）しよーしゃわ、１ねん６かけ゛ついじょー

07:けいそ゛くきんむしたろーと゛ーしゃにたいしてわ、

08:やといいれのひからきさんして６かけ゛つをこえて

09:けいそ゛くきんむするひ（いか「６かけ゛つ

10:けいかひ゛」という。）からきさんしたけいそ゛くきんむ

11:ねんすー１ねんこ゛とに、せ゛んこーのにっすーに、

12:つき゛のひょーのじょーらんにかかけ゛る６かけ゛つ

13:けいかひ゛からきさんしたけいそ゛くきんむねんすーの

14:くふ゛んにおーし゛と゛ーひょーのからんにかかけ゛る

15:ろーと゛ーひ゛をかさんしたゆーきゅーきゅーかを

16:あたえなけれは゛ならない。たた゛し、けいそ゛くきんむ

17:したきかんを６かけ゛つけいかひ゛から１ねんこ゛とに

18:くふ゛んしたかくきかん（さいこ゛に１ねんみまんの
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01:９

02:きかんをしょーし゛たときわ、とーか゛いきかん）の

03:しょにちのせ゛んし゛つのそ゛くするきかんにおいて

04:しゅっきんしたにっすーか゛せ゛んろーと゛ーひ゛の８わり

05:みまんて゛あるものにたいしてわ、とーか゛いしょにち

06:いこ゛の１ねんかんにおいてわゆーきゅーきゅーかを

07:あたえることをよーしない。

08:！――――――――――――――――――――――。

09:いか、６かけ゛つけいかひ゛からきさんした

10:けいそ゛くきんむねんすー――ろーと゛ーひ゛のじゅん

11:１ねん――１＿ろーと゛ーひ゛

12:２ねん――２＿ろーと゛ーひ゛

13:３ねん――４＿ろーと゛ーひ゛

14:４ねん――６＿ろーと゛ーひ゛

15:５ねん――８＿ろーと゛ーひ゛

16:６ねんいじょー――１０＿ろーと゛ーひ゛

17:り――――――――――――――――――――――ろ

18:
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01:１０

02:（せいさいきていのせいけ゛ん）

03:た゛い９１じょーしゅーぎょーきそくて゛、

04:ろーと゛ーしゃにたいしてけ゛んきゅーのせいさいを

05:さた゛めるは゛あいにおいてわ、そのけ゛んきゅーわ、

06:１かいのか゛くか゛へいきんちんき゛んの１にちふ゛んの

07:はんか゛くをこえ、そーか゛くか゛１ちんき゛ん

08:しはらいきにおけるちんき゛んのそーか゛くの１０ふ゛んの

09:１をこえてわならない。

10:

11:（かんとくきかんにたいするしんこく）

12:た゛い１０４じょーし゛ぎょーじょーに、このほーりつ

13:またわこのほーりつにもとつ゛いてはっするめいれいに

14:いはんするし゛し゛つか゛あるは゛あいにおいてわ、

15:ろーと゛ーしゃわ、そのし゛し゛つをぎょーせいかんちょー

16:またわろーと゛ーきじゅんかんとくかんにしんこくする

17:ことか゛て゛きる。

18:（２）しよーしゃわ、せ゛んこーのしんこくをした
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01:１１

02:ことをりゆーとして、ろーと゛ーしゃにたいしてかいこ

03:そのたふりえきなとりあつかいをしてわならない。

04:

05:さいていちんき゛んほー

06:（さいていちんき゛んのこーりょく）

07:た゛い４じょーしよーしゃわ、さいていちんき゛んの

08:てきよーをうけるろーと゛ーしゃにたいし、そのさいてい

09:ちんき゛んか゛くいじょーのちんき゛んをしはらわなけれは゛

10:ならない。

11:２さいていちんき゛んのてきよーをうける

12:ろーと゛ーしゃとしよーしゃとのあいた゛のろーと゛ー

13:けいやくて゛さいていちんき゛んか゛くにたっしない

14:ちんき゛んをさた゛めるものわ、そのふ゛ふ゛んについてわ

15:むこーとする。このは゛あいにおいて、むこーとなった

16:ふ゛ふ゛んわ、さいていちんき゛んとと゛ーよーのさた゛めを

17:したものとみなす。

18:
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01:１２

02:ろーと゛ーけいやくほー

03:（かいこ）

04:た゛い１６じょーかいこわ、きゃっかんてきに

05:こ゛ーりてきなりゆーをかき、しゃかいつーねんじょー

06:そーとーて゛あるとみとめられないは゛あいわ、その

07:けんりをらんよーしたものとして、むこーとする。

08:り――――――――――――――――――――――――――――――ろ

09:‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

10:

11:なせ゛ろーと゛ーほーか゛あるのか？

12:――はたらくひとか゛あんしんしてはたらけるよー

13:けんりをまもるためのほーりつとせいと゛か゛

14:あります――

15:ろーと゛ーけいやくとろーと゛ーほーとわ？

16:ろーと゛ーけいやくのないよーわ、け゛んそく、

17:かいしゃとはたらくひとのこ゛ーいて゛し゛ゆーに

18:きめられる。（けいやくし゛ゆーのけ゛んそく）
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01:１３

02:しかし――→

03:ろーと゛ーけいやくをかんせ゛んにとーし゛しゃ

04:と゛ーして゛し゛ゆーにけっていて゛きるよーにして

05:しまうと、かいしゃよりよわいたちは゛にあることか゛

06:おおい。はたらくひと（こし゛ん）にとってふりな

07:ろーと゛ーじょーけんになってしまいか゛ち。

08:そこて゛――→

09:はたらくひとをまもるために、こっかとして

10:いっていのるーるをせってい

11:――→くにによるさいていきじゅんのほーてい

12:（けんほ゜ーた゛い２７じょーろーと゛ーきじゅんの

13:ほーていとりこーかくほによりれつあくなろーと゛ー

14:じょーけんをふせく゛）

15:――→はたらくひとのこーしょーりょくのこーじょー

16:（けんほ゜ーた゛い２８じょーろーと゛ーしゃか゛

17:ろーと゛ーくみあいをけっせいし、た゛んたいこーしょー

18:することなと゛のけんりをほしょー）
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01:１４

02:！――――――――――――――――――――――――――――――。

03:す゛をことは゛て゛せつめい

04:

05:ろーと゛ーけいやくのていけつ

06:――→「かいしゃ」と「はたらくひと」て゛こ゛ーい

07:してきめる

08:かいしゃとはたらくひととのあいた゛て゛、「はたらく

09:うえて゛のじょーけん（ろーと゛ーけいやく――

10:きゅーりょー・し゛かんなと゛）わこーしましょー！」なと゛と

11:きめます。

12:かいしゃ「やといます！」

13:はたらくひと「はたらきます！」

14:

15:ふてきせつなれい

16:「かいしゃ」と「はたらくひと」のろーと゛ーけいやくを

17:かんせ゛んにし゛ゆーにしてしまうと、こんなことか゛

18:おきるかも‥‥‥（はたらくかいしゃをきめるとき）
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01:１５

02:かいしゃ「かいしゃのぎょーせきか゛よくないから、

03:し゛きゅー５００＿えんて゛はたらいてね。」

04:はたらくひと「（と゛このかいしゃもやとって

05:くれないし、しょーか゛ないか）わかりました。」

06:

07:ろーと゛ーけいやくのないよーをまったくし゛ゆーに

08:してしまうと‥‥‥

09:「かいしゃ」よりもよわいたちは゛にあることか゛

10:おおい「はたらくひと」にとって、れつあくなろーと゛ー

11:じょーけんのけいやくになってしまうかも‥‥‥

12:これをふせく゛ために

13:ろーと゛ーほー――ろーと゛ーきじゅをほー、さいてい

14:ちんき゛んほー、ろーと゛ーくみあいほー、た゛んじょこよー

15:きかいきんとーほーか゛はたらくひとをほこ゛します。

16:はたらくひと――せいしゃいん、はけんしゃいん、

17:けいやくしゃいん、は゜ーとたいむろーと゛ーしゃ、

18:あるは゛いとにたいして、ろーと゛ーほーによりみなさんの
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01:１６

02:けんりをまもることか゛て゛きます！

03:

04:ろーと゛ーしゃか゛た゛んけつしてこーしょーする

05:ことて゛こーしょーりょくか゛こーじょー

06:はたらくひとのあつまり（ろーと゛ーくみあい）

07:「ひとりて゛わいいつ゛らいこともみんなて゛いうことて゛

08:こーしょーしやすくなる。」

09:かいしゃ「た゛んたいて゛こーしょーしてくると、

10:こちらもむしわて゛きないな。」

11:

12:たんに「ろーと゛ーほー」か゛あるた゛けて゛なく、

13:はたらくひとをまもるためにさまさ゛まなせいと゛も

14:あります。

15:「ろーと゛ーほー」――→ほーりつて゛きめられたことを

16:し゛っこーするために「せいと゛」もある――→

17:「せいと゛」をつーし゛て、はたらくひとのけんりをまもる

18:ことか゛て゛きる――→「はたらくひと」のけんりの
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01:１７

02:きゅーさい

03:！‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥。

04:た゛いひょーてきなれい

05:しこ゛とちゅーにけか゛をしてしまった

06:――→「ろーと゛ーしゃさいか゛いほしょー

07:ほけんほー」というほーりつのそんさ゛い

08:――→けか゛をされたかたのせいかつほしょーの

09:ための「ろーさいほけんせいと゛」か゛そんさ゛い

10:り‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ろ

11:り――――――――――――――――――――――――――――――ろ

12:

13:ろーと゛ーほーのほ゜いんと

14:１ろーと゛ーほーとわ？

15:「ろーと゛ーほー」ということは゛をきいたことわ

16:ありますか？

17:――→し゛つわ「ろーと゛ーほー」というなまえの

18:ほーりつわありません。
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01:１８

02:☆ろーと゛ーきじゅんほーやさいていちんき゛んほーを

03:はし゛め、た゛んじょこよーきかいきんとーほー、

04:ろーと゛ーくみあいほーなと゛はたらくことにかんする

05:たくさんのほーりつをひとまとめにしたものを

06:「ろーと゛ーほー」とよんて゛います。

07:

08:２ろーと゛ーきじゅんほーとわ？

09:ろーと゛ーきじゅんほーとわ、

10:１。ろーと゛ーじょーけんのさいていのきじゅんを

11:さた゛めたほーりつて゛あり、

12:２。ろーと゛ーきじゅんほーて゛さた゛めたきじゅんに

13:たっしないろーと゛ーじょーけんわむこーとさた゛められて

14:おり、

15:３。けいは゛つをもってきょーせいされたほーりつ

16:て゛す。

17:ろーと゛ーきじゅんほーわ、け゛っきゅーせいて゛はたらく

18:せいしゃいんといわれているひとたちわもちろん、
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01:１９

02:あるは゛いとやは゜ーとたいまーなと゛とよは゛れている

03:ひとたちもおなし゛よーにてきよーされます。

04:

05:３さいていちんき゛んほーとわ？

06:さいていちんき゛んほーとわ、くにか゛ちんき゛んの

07:さいていか゛くをさた゛め、しよーしゃわ、そのさいてい

08:ちんき゛んか゛くいじょーのちんき゛んをろーと゛ーしゃに

09:しはらわなけれは゛ならないときていするほーりつて゛す。

10:かりにさいていちんき゛んみまんのきんか゛くて゛

11:ろーと゛ーしゃとしよーしゃか゛こ゛ーいしても、さいてい

12:ちんき゛んよりひくいちんき゛んて゛のけいやくわ

13:みとめられません。

14:さいていちんき゛んにわ、すへ゛てのろーと゛ーしゃと

15:そのしよーしゃにてきよーされる「ちいきへ゛つさいてい

16:ちんき゛ん」ととくていのさんぎょーにじゅーし゛する

17:ろーと゛ーしゃとしよーしゃにてきよーされる「とくてい

18:さいていちんき゛ん」の２しゅるいか゛あります。
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01:２０

02:４た゛んじょこよーきかいきんとーほーとわ？

03:た゛んじょこよーきかいきんとーほーとわ、

04:し゛ぎょーぬしにたいし、ほ゛しゅー、さいよー、はいち、

05:しょーしん、こーかく、きょーいくくんれん、ふくり

06:こーせい、しょくしゅ・こよーけいたいのへんこー、

07:たいしょくかんしょー、ていねん、かいこ、ろーと゛ー

08:けいやくのこーしんについて、ろーと゛ーしゃのせいへ゛つを

09:りゆーとするさへ゛つてきとりあつかいをきんしする

10:ほーりつて゛す。

11:こんにちのた゛んじょこよーきかいきんとーほーわ、

12:た゛んせい・じょせいのと゛ちらにたいしても、せいへ゛つを

13:りゆーとするさへ゛つてきとりあつかいをきんしして

14:います。

15:

16:５ろーと゛ーくみあいほーとわ？

17:ろーと゛ーくみあいとわ、「ろーと゛ーしゃか゛しゅたいと

18:なってし゛しゅてきにろーと゛ーじょーけんのいし゛・
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01:２１

02:かいせ゛んやけいさ゛いてきちいのこーじょーをもくてきと

03:してそしきするた゛んたい」のことて゛す。

04:ろーと゛ーくみあいほーわ、にほんこくけんほ゜ー

05:た゛い２８じょーて゛ほしょーされている

06:（１）た゛んけつけん（ろーと゛ーしゃか゛ろーと゛ー

07:くみあいをけっせいするけんり）

08:（２）た゛んたいこーしょーけん（ろーと゛ーしゃか゛

09:しよーしゃ《かいしゃ》とた゛んたいこーしょーする

10:けんり）

11:（３）た゛んたいこーと゛ーけん（そーき゛けん）

12:（ろーと゛ーしゃか゛よーきゅーし゛つけ゛んのために

13:た゛んたいて゛こーと゛ーするけんり）

14:なと゛をく゛たいかするためにきめられた

15:ほーりつて゛す。

16:

17:６くにによるほけんきゅーふせいと゛とわ？

18:くにによるほけんせいと゛のうち、はたらくことに
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01:２２

02:かんれんするものわ「ろーさいほけんせいと゛」と

03:「こよーほけんせいと゛」か゛あります。

04:ろーさいほけんせいと゛とわ、ろーと゛ーしゃさいか゛い

05:ほしょーほけんほーにもとつ゛くせいと゛て゛、しこ゛とを

06:け゛んいんとするけか゛・びょーき・しほ゛ーまたわ

07:つーきんのとちゅーのし゛こなと゛のは゛あいに、くにか゛

08:かいしゃにかわってきゅーふをおこなうこーてきな

09:せいと゛て゛す。ほけんによりちりょーひ（せ゛んか゛く）や

10:はたらけないあいた゛のきゅーりょー（いちふ゛）をほしょー

11:します。

12:こよーほけんせいと゛わ、しゅー２０し゛かん

13:いじょーのろーと゛ーし゛かん、３１にちいじょーの

14:こよーみこみか゛あるは゛あいわた゛れて゛もかにゅー

15:することになります。こよーほけんのひほけんしゃわ、

16:しつぎょーしたは゛あいにきゅーふをうけることか゛

17:て゛きるほか、いくし゛・かいこ゛きゅーぎょーきゅーふや

18:きょーいくくんれんきゅーふのたいしょーにもなります。
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01:２３

02:（いっは゜んろーと゛ーしゃよー――

03:じょーよー、ゆーきこよーか゛た）

04:ろーと゛ーじょーけんつーちしょ

05:！――――――――――――――――――――――――――――――。

06:ねんか゛つにち

07:と゛の

08:し゛ぎょーじょーめいしょー・しょさ゛いち

09:しよーしゃしょくしめい

10:

11:けいやくきかん

12:きかんのさた゛めなし、きかんのさた゛めあり

13:（ねんか゛つにち～～ねん

14:か゛つにち）

15:☆いかわ、「けいやくきかん」について「きかんの

16:さた゛めあり」としたは゛あいにきにゅー

17:

18:
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01:２４

02:１けいやくのこーしんのうむ

03:し゛と゛ーてきにこーしんする

04:こーしんするは゛あいか゛ありうる

05:けいやくのこーしんわしない

06:そのた｜

07:

08:２けいやくのこーしんわつき゛によりはんた゛ん

09:する。

10:けいやくきかんまんりょーし゛のぎょーむりょー

11:きんむせいせき、たいと゛

12:のーりょく

13:かいしゃのけいえいじょーきょー

14:じゅーし゛しているぎょーむのしんちょくじょーきょー

15:そのた｜

16:

17:

18:
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01:２５

02:――ゆーきこよーとくへ゛つそちほーによる

03:とくれいのたいしょーしゃのは゛あい――

04:むきてんかんもーしこみけんか゛はっせいしないきかん

05:――Ｉ（こーと゛せんもん）・ＩＩ（ていねんこ゛の

06:こーれいしゃ）

07:Ｉとくていゆーきぎょーむのかいしから

08:かんりょーまて゛のきかん（ねんかけ゛つ

09:《じょーけ゛ん１０ねん》）

10:ＩＩていねんこ゛ひきつつ゛いてこよーされて

11:いるきかん

12:

13:しゅーぎょーのは゛しょ

14:｜

15:

16:じゅーし゛すへ゛きぎょーむのないよー

17:｜

18:
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01:２６

02:――ゆーきこよーとくへ゛つそちほーによる

03:とくれいのたいしょーしゃ（こーと゛せんもん）の

04:は゛あい――

05:とくていゆーきぎょーむ（｜かいしひ゛

06:――かんりょーひ゛――）

07:

08:しぎょー、しゅーぎょーのし゛こく、きゅーけい

09:し゛かん、しゅーぎょーし゛てんかん――

10:（１）～～（５）のうちか゛いとーするもの

11:ひとつにまるし゛るしをつけること。――、

12:しょていし゛かんか゛いろーと゛ーのうむに

13:かんするし゛こー

14:１しぎょー・しゅーぎょーのし゛こくとー

15:（１）しぎょー（し゛ふん）

16:しゅーぎょー（し゛ふん）

17:

18:
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01:２７

02:――いかのよーなせいと゛か゛ろーと゛ーしゃに

03:てきよーされるは゛あい――

04:（２）へんけいろーと゛ーし゛かんせいとー――

05:たんいのへんけいろーと゛ーし゛かんせい・

06:こーたいせいとして、つき゛のきんむし゛かんの

07:くみあわせによる。

08:しぎょー（し゛ふん）しゅーぎょー

09:（し゛ふん）（てきよーひ゛）

10:しぎょー（し゛ふん）しゅーぎょー

11:（し゛ふん）（てきよーひ゛）

12:しぎょー（し゛ふん）しゅーぎょー

13:（し゛ふん）（てきよーひ゛）

14:（３）ふれっくすたいむせい――しぎょーおよひ゛

15:しゅーぎょーのし゛こくわろーと゛ーしゃのけっていに

16:ゆた゛ねる。（たた゛し、ふれきしふ゛るたいむ

17:《しぎょー》し゛ふんからし゛

18:ふん、《しゅーぎょー》し゛
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01:２８

02:ふんからし゛ふん、こあたいむ

03:し゛ふんからし゛ふん）

04:（４）し゛ぎょーじょーか゛いみなしろーと゛ー

05:し゛かんせい――しぎょー（し゛ふん）

06:しゅーぎょー（し゛ふん）

07:（５）さいりょーろーと゛ーせい――しぎょー

08:（し゛ふん）しゅーぎょー（し゛

09:ふん）をきほんとし、ろーと゛ーしゃのけっていに

10:ゆた゛ねる。

11:☆しょーさいわ、しゅーぎょーきそく

12:た゛いじょー～～た゛いじょー、

13:た゛いじょー～～た゛いじょー、

14:た゛いじょー～～た゛いじょー

15:

16:２きゅーけいし゛かんふん

17:

18:３しょていし゛かんか゛いろーと゛ーのうむ（あり、
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01:２９

02:なし）

03:

04:きゅーし゛つ

05:ていれいひ゛――まいしゅーよーひ゛、

06:こくみんのしゅくし゛つ、そのた｜

07:ひていれいひ゛――しゅー・つきあたりにち、

08:そのた｜

09:１ねんたんいのへんけいろーと゛ーし゛かんせいの

10:は゛あいねんかんにち

11:☆しょーさいわ、しゅーぎょーきそく

12:た゛いじょー～～た゛いじょー、

13:た゛いじょー～～た゛いじょー

14:

15:きゅーか

16:１ねんし゛ゆーきゅーきゅーか

17:６かけ゛つけいそ゛くきんむしたは゛あい――→

18:にち
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01:３０

02:けいそ゛くきんむ６かけ゛ついないのねんし゛

03:ゆーきゅーきゅーか（あり・なし）――→かけ゛つ

04:けいかて゛にち

05:し゛かんたんいねんきゅー（あり・なし）

06:

07:２た゛いたいきゅーか（あり・なし）

08:

09:３そのたのきゅーか

10:ゆーきゅー｜

11:むきゅー｜

12:☆しょーさいわ、しゅーぎょーきそく

13:た゛いじょー～～た゛いじょー、

14:た゛いじょー～～た゛いじょー

15:

16:ちんき゛ん

17:１きほんちんき゛ん

18:い。け゛っきゅー（えん）
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01:３１

02:ろ。にっきゅー（えん）

03:は。し゛かんきゅー（えん）

04:に。て゛きた゛かきゅー（きほんたんかえん、

05:ほしょーきゅーえん）

06:ほ。そのた（えん）

07:へ。しゅーぎょーきそくにきていされている

08:ちんき゛んとーきゅーとー｜

09:

10:２しょてあてのか゛くまたわけいさんほーほー

11:い。（てあてえんけいさん

12:ほーほー――）

13:ろ。（てあてえんけいさん

14:ほーほー――）

15:は。（てあてえんけいさん

16:ほーほー――）

17:に。（てあてえんけいさん

18:ほーほー――）
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01:３２

02:３しょていし゛か゛んか゛い、きゅーし゛つまたわ

03:しんやろーと゛ーにたいしてしはらわれるわりまし

04:ちんき゛んりつ

05:い。しょていし゛かんか゛い、ほーていちょーつき

06:６０し゛かんいないｐつき６０し゛かん

07:ちょーｐしょていちょーｐ

08:ろ。きゅーし゛つほーていきゅーし゛つｐ、

09:ほーていか゛いきゅーし゛つｐ

10:は。しんやｐ

11:

12:４ちんき゛んしめきりひ゛――まいつき

13:にち、――まいつきにち

14:

15:５ちんき゛んしはらいひ゛――まいつき

16:にち、――まいつきにち

17:

18:６ちんき゛んのしはらいほーほー｜
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01:３３

02:！‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥。

03:７ろーしきょーていにもとつ゛くちんき゛ん

04:しはらいし゛のこーじょ（なし、あり）

05:

06:８しょーきゅー（し゛きとー｜）

07:

08:９しょーよ（あり《し゛き、きんか゛くとー

09:｜》、なし）

10:

11:１０たいしょくきん（あり《し゛き、きんか゛く

12:とー｜》、なし）

13:り‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ろ

14:

15:たいしょくにかんするし゛こー

16:１ていねんせい（あり《さい》、なし）

17:

18:２けいそ゛くこよーせいと゛（あり
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01:３４

02:《さいまて゛》、なし）

03:

04:３し゛こつこ゛ーたいしょくのてつつ゛き

05:（たいしょくするにちいじょーまえに

06:とと゛けて゛ること）

07:

08:４かいこのし゛ゆーおよひ゛てつつ゛き

09:｜

10:

11:☆しょーさいわ、しゅーぎょーきそく

12:た゛いじょー～～た゛いじょー、

13:た゛いじょー～～た゛いじょー

14:

15:そのた

16:しゃかいほけんのかにゅーじょーきょー（こーせい

17:ねんきんけんこーほけんこーせいねんきんききん

18:そのた｜）
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01:３５

02:こよーほけんのてきよー（あり、なし）

03:そのた｜

04:！‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥。

05:☆つき゛のせつめいわ、「けいやくきかん」について

06:「きかんのさた゛めあり」としたは゛あいについての

07:せつめいて゛す。

08:ろーと゛ーけいやくほーた゛い１８じょーのきていに

09:より、ゆーきろーと゛ーけいやく（へいせい２５ねん

10:４か゛つついたちいこーにかいしするもの）のけいやく

11:きかんか゛つーさん５ねんをこえるは゛あいにわ、

12:ろーと゛ーけいやくのきかんのまつし゛つまて゛に

13:ろーと゛ーしゃからもーしこみをすることにより、

14:とーか゛いろーと゛ーけいやくのきかんのまつし゛つの

15:よくし゛つからきかんのさた゛めのないろーと゛ー

16:けいやくにてんかんされます。たた゛し、ゆーきこよー

17:とくへ゛つそちほーによるとくれいのたいしょーとなる

18:は゛あいわ、この「５ねん」というきかんわ、ほん
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01:３６

02:つーちしょの「けいやくきかん」らんにめいし゛した

03:とおりとなります。

04:り‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ろ

05:り――――――――――――――――――――――――――――――ろ

06:☆ほかわ、とーしゃしゅーぎょーきそくによる。

07:☆ろーと゛ーじょーけんつーちしょについてわ、

08:ろーしかんのふんそーのみせ゛んほ゛ーしのため、ほそ゛ん

09:しておくことをおすすめします。

10:


